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「
い
ず
も
」
は
平
成
22
年

度
契
約
の
新
型
艦
で
、
全
長

２
４
８
メ
ー
ト
ル
、
基
準
排

水
量
１
万
９
５
０
０
ト
ン
の

海
上
自
衛
隊
史
上
最
大
級
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭
載
護
衛
艦

で
す
。

８
月
６
日
に
行
わ
れ
た
命

名
・
進
水
式
に
は
、
来
賓
と

し
て
麻
生
副
総
理
大
臣
は
じ

め
、
石
破
元
防
衛
庁
長
官
、

山
田
賢
司
衆
議
院
議
員
ら
を

迎
え
ま
し
た
。

２南関東防衛局広報紙「南関防衛」 創刊号

■
洋
上
の
医
療
拠
点
に
も

護
衛
艦
「
い
ず
も
」
命
名
・
進
水
式
８
月
６
日
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
株

式
会
社
（
Ｊ
Ｍ
Ｕ
）
横
浜
事
業
所
磯
子
工
場
に
お
い

て
護
衛
艦
「
い
ず
も
」
の
命
名
・
進
水
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

南
関
東
防
衛
局
で
は
管
内
で
製
造
さ
れ
る
装
備
品

の
検
査
・
監
督
を
行
っ
て
お
り
、
丸
井
局
長
ほ
か
関

係
者
が
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

■
海
自
史
上
最
大
級

ま
た
、
防
衛
省
か
ら
は
江

渡
防
衛
副
大
臣
（
当
時
）
、

河
野
海
上
幕
僚
長
、
武
居
横

須
賀
地
方
総
監
、
丸
井
南
関

東
防
衛
局
長
ほ
か
、
多
数
の

関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
会
社
関
係
者

等
約
３
５
０
０
人
が
見
守
る

中
、
新
造
艦
は
「
い
ず
も
」

と
命
名
さ
れ
、
麻
生
副
総
理

大
臣
と
江
渡
防
衛
副
大
臣
の

支
綱
切
断
に
よ
り
進
水
し
ま

し
た
。

護
衛
艦
「
い
ず
も
」
は
、

「
ひ
ゅ
う
が
」
、
「
い
せ
」

の
発
展
型
と
し
て
、
船
体
の

大
型
化
を
図
り
、
航
空
機
の

運
用
機
能
や
大
規
模
災
害
対

応
能
力
な
ど
が
強
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
潜
水
艦
を
探
知

す
る
哨
戒
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

７
機
、
救
難
・
輸
送
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
は
２
機
搭
載
す
る
こ

と
が
可
能
で
、
大
型
サ
イ
ド

特集



３

■
平
成
27
年
３
月
就
役

「
い
ず
も
」
は
平
成
24
年

１
月
に
起
工
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
艦
内
の
装
備
な
ど
の

工
事
（
艤
装
）
を
行
っ
た
後
、

平
成
27
年
３
月
に
就
役
す
る

予
定
で
す
。

南関東防衛局広報紙「南関防衛」 創刊号

「進水」とは、建造中の船を初めて水に浮かべる作業を言

います。これは船の建造においてとても重要な作業です。同時
に、その船の就役後の航海の無事や乗員の安全を祈願する儀式
として古くから「進水式」が行われてきました。
通常、その船に命名を行ってから進水させます。防衛省が発
注した艦船の場合は、「命名・進水式」として実施しています。

１ 命名・進水式では、まず国歌が吹奏され、国旗が掲揚され
ます。続いて防衛大臣により命名が行われます。防衛大臣が
欠席の場合は、代理者が防衛大臣の命名書を読み上げます。
次に「支綱（しこう）」と呼ばれる綱が斧で切断され、日本
酒などの樽とくす玉が割られ、進水します。

２ 進水の方法

進水の方法は船の大きさや造船所の建造施設、ノウハウな
どにより様々な方式がありますが、代表的な方式を３つ紹介
します。
① 滑走進水
海に向かって傾斜した船台上をワックスなどですべらせ
て進水する方式です。

② 船渠（ドック）進水
ドック内で建造した船を、ドックに注水することで浮上
させ進水させる方式です。今回の「いずも」の進水はこの
方式です。

③ 吊り下げ進水
船台上で建造した船をクレーンなどで吊り下げて海に降
ろし進水させる方式です。

護衛艦「いずも」主要目

平成２２年１０月２５日
掃海艇「えのしま」

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ造船京浜事業所（現ＪＭＵ鶴見工場）

当局管内で過去に実施された命名・進水式

全長２４８メートル、最大幅38メートル、深さ23・５メートル、喫水７．１メート
ル、主機ガスタービン４基２軸（ＣＯＧＡＧ型式）、軸馬力11万２０００馬力、速
力約30ノット。搭載する武器等は、高性能20ミリ機関砲２基、対艦ミサイル防
御装置２基、魚雷防御装置１式、哨戒ヘリコプター７機、救難・輸送ヘリコプ
ター２機。乗員数約５２０名。

平成１９年８月２３日
護衛艦「ひゅうが」

ＩＨＩﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ横浜工場（現ＪＭＵ磯子工場）

平成１９年５月２４日
多用途支援艦「げんかい」

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ造船京浜事業所（現ＪＭＵ鶴見工場）

ラ
ン
プ
（
扉
）
を
使
い
、
陸

上
自
衛
隊
の
３
．
５
ト
ン
型

ト
ラ
ッ
ク
を
約
50
両
搭
載
す

る
な
ど
、
高
速
の
輸
送
艦
、

補
給
艦
の
機
能
も
加
わ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
艦
内
に
は

手
術
室
、
医
療
用
ベ
ッ
ド
な

ど
の
医
療
設
備
を
備
え
て
い

る
た
め
、
災
害
時
に
は
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
運
ば
れ
た
患
者

の
治
療
を
行
う
洋
上
の
医
療

拠
点
の
役
割
を
担
う
こ
と
が

可
能
で
す
。

ギャ ラ

リ ー

麻生副総理、江渡防衛副大臣による支綱切断

Ａ



４

地
方
協
力
確
保
事
務

南関東防衛局広報紙「南関防衛」 創刊号

特集

防
衛
行
政
に
対
す
る
地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

横
須
賀
日
米
交
流
防
災
フ
ェ
ア

８
月
３
日
（
土
）
、
米
海
軍
横
須
賀
基
地
を
一
般
開
放

す
る
「
ヨ
コ
ス
カ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、

南
関
東
防
衛
局
主
催
の
「
日
米
交
流
防
災
フ
ェ
ア
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

日
米
交
流
防
災
フ
ェ
ア
は
、
在
日
米
海
軍
及
び
横
須
賀

市
の
防
災
対
策
の
一
端
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
米
軍
人
や

横
須
賀
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
、
更
な
る
地
域
交
流
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
米
海
軍
横
須
賀
基
地
司
令
部
、
横
須
賀
市
消

防
局
及
び
自
衛
隊
横
須
賀
病
院
の
協
力
の
も
と
、
日
米
の

消
防
車
両
の
展
示
や
起
震
車
、
煙
体
験
ハ
ウ
ス
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
南
関
東
防
衛
局
か
ら

は
、
非
常
食
・
防
災
グ
ッ
ズ
の
配
布
や
平
成
25
年
版
防
衛

白
書
（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
の
配
布
を
行
う
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、
「
日
米
の
協
力
関
係
が
よ
り
深
ま
り

良
い
と
思
う
」
、
「
普
段
は
体
験
で
き
な
い
の
で
良
い
経

験
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

南関東防衛局の広報ブース

行列ができた起震車（在日米海軍消防隊）

煙体験ハウス（横須賀市消防局）

セレモニーで挨拶する丸井局長(左）
吉田横須賀市長(中央）
オーウェン横須賀基地司令官(当時)(右)

９
月
１
日
（
日
）
、
在
日
米
陸
軍
相
模
総
合
補

給
廠
を
主
会
場
に
、
消
防
や
警
察
に
加
え
、
自
衛

隊
や
米
軍
な
ど
１
２
１
機
関
、
参
観
者
を
含
め
約

５
千
人
が
参
加
す
る
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

南
関
東
防
衛
局
か
ら
は
丸
井
局
長
が
参
観
し
ま
し

た
。訓

練
は
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
お
け
る
迅
速

か
つ
円
滑
な
災
害
応
急
対
策
の
実
施
や
市
民
の
防

災
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
平
成
26

年
度
に
政
府
と
連
携
し
た
大
規
模
な
訓
練
と
な
る

「
第
35
回
九
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
」
の
事
前
訓

練
と
し
て
、
従
来
の
訓
練
の
内
容
、
規
模
を
拡
充

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

相
模
原
市
と
在

日
米
陸
軍
基
地
管

理
本
部
と
の
間
で

は
、
災
害
時
の
相

互
支
援
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
て

お
り
、
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
際

に
相
互
で
行
う
物

資
の
提
供
、
応
急

医
療
・
人
命
救
助

措
置
、
消
防
な
ど

の
支
援
に
つ
い
て

合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
関
東
防
衛
局
は
、
災
害
準
備
や
災
害
対
応
の

た
め
の
相
模
総
合
補
給
廠
へ
の
立
入
り
が
実
現
で

き
る
よ
う
調
整
等
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

相
模
原
市
総
合
防
災
訓
練

走行不能車両からの救助活動
（陸上自衛隊第４施設群）

防災フェア会場の一コマ



５ 南関東防衛局広報紙「南関防衛」 創刊号

７
月
９
日
（
火
）
、
横
浜
市

の
開
港
記
念
会
館
に
お
い
て
、

第
21
回
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
第
５
回
ア
フ
リ

カ
開
発
会
議
が
横
浜
市
で
開
催

さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
「
ア

フ
リ
カ
に
お
け
る
国
際
平
和
協

力
活
動
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
際
平
和

協
力
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
き
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

坂
間
２
佐
か
ら
は
現
地
に

お
け
る
過
酷
な
気
象
条
件
の

下
で
活
動
す
る
厳
し
さ
や
、

第
１
次
派
遣
隊
と
し
て
活
動

の
基
礎
と
な
る
宿
営
地
の
設

営
な
ど
、
す
べ
て
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
第
１

次
派
遣
隊
な
ら
で
は
の
苦
労

な
ど
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
映
像

を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。松

沢
講
師
か
ら
は
伝
統
的

Ｐ
Ｋ
Ｏ
か
ら
多
機
能
化
す
る

Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
現
状
と
ご
自
身
の

研
究
分
野
で
あ
る
人
権
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
多
機
能
型

Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
お
け
る
人
権
保
護

の
任
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
約
２
０
０
名
の
聴

講
者
が
来
場
し
、
お
二
人
の

講
演
内
容
を
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
主
催
者
で
あ

る
丸
井
南
関
東
防
衛
局
長
が
挨

拶
し
、
続
い
て
来
賓
を
代
表
し

鈴
木
横
浜
市
副
市
長
か
ら
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ

Ｋ
Ｏ
に
第
１
次
派
遣
施
設
隊
隊

長
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
坂
間
２

等
陸
佐
が
現
地
で
の
活
動
状
況

を
紹
介
、
続
い
て
内
閣
府
国
際

平
和
協
力
本
部
事
務
局
の
松
沢

研
究
員
が
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
任
務

や
直
面
す
る
課
題
等
に
つ
い
て

講
演
し
ま
し
た
。

■
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
国
際
平
和
協
力
活
動
■

第
21
回
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー

消防による一斉放水と陸自ヘリ（東部方
面航空隊）による散水活動

在日米陸軍ヘリによる救援物資の搬入

●
平
成
25
年
版
防
衛
白
書

平
成
25
年
版
防
衛
白
書
が

７
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
防
衛
白
書
は
、
一
層

厳
し
さ
を
増
す
日
本
周
辺
の

安
全
保
障
環
境
や
、
そ
れ
に

対
し
て
、
国
民
の
生
命
・
財

産
と
日
本
の
領
土
・
領
海
・

領
空
を
断
固
と
し
て
守
り
抜

く
た
め
防
衛
省
・
自
衛
隊
が

行
っ
て
い
る
広
範
多
岐
に
渡

る
取
組
に
つ
い
て
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
分
か
り
易
く
お

伝
え
で
き
る
よ
う
に
コ
ラ
ム

や
図
表
を
充
実
さ
せ
な
が
ら

作
成
し
て
い
ま
す
。

南
関
東
防
衛
局
で
は
、
管

内
の
地
方
自
治
体
に
対
し
、

今
年
の
防
衛
白
書
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
よ
り
多
く
の
方
に

防
衛
白
書
を
読
ん
で
頂
け
る

よ
う
、
電
子
版
書
籍
、
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
部
分
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
版
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
左
上
、
防
衛

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

ま
で
。

http://www.mod.go.jp/j/publication/wp/index.html

黒岩神奈川県知事に対する白書説明
（８月２８日）

富士総合火力演習

http://www.mod.go.jp/gsdf/event/fire_power/fire_power_25.html

毎年恒例の富士総合火力演習が、
８月２５日、静岡県東富士演習場で
行われ、あいにくの雨天の中、３万
人近い見学者が来場しました。
降雨のため、予定されていた航空
自衛隊Ｆ２戦闘機、海上自衛隊Ｐ３Ｃ
哨戒機の飛行や、空挺団員による
空挺降下などは中止となりましたが、
戦車や火砲を用いた迫力ある戦闘
の様子が展示されました。

富士総合火力演習は一般公開さ
れています。応募ハガキによる抽選
となりますが、一度是非ご来場頂き、
自衛隊による「日本を守る力」を実
感して下さい。
詳しくは、陸上自衛隊ホームペー
ジの以下のＵＲＬまで。

(写真上から)丸井局長､鈴木副
市長､坂間2等陸佐､松沢研究員



トピック

６

●
優
秀
工
事
の
顕
彰

南
関
東
防
衛
局
で
は
、
７
月
１

日
、
平
成
24
年
度
に
完
成
し
た
建

設
工
事
の
受
注
５
社
に
対
し
、
鶴

田
調
達
部
長
か
ら
顕
彰
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

優
秀
工
事
の
顕
彰
は
、
建
設
工

事
に
お
い
て
、
工
事
目
的
物
の
出

来
形
及
び
品
質
に
優
れ
て
い
る
も

の
で
あ
っ
て
、
他
の
模
範
と
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
優
秀
工
事

と
し
て
顕
彰
し
、
入
札
参
加
者
の

受
注
意
欲
を
高
め
、
か
つ
品
質
確

保
を
図
る
な
ど
、
施
設
取
得
の
円

滑
な
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

前列右から､鶴田調達部長､五洋建設(株)､岩田地崎建設(株)､奈良造
園土木(株)､扶桑電機(株)､(株)ｴｸﾉｽﾜﾀﾅﾍﾞ､宮崎調達部次長 ※敬称略

●
夜
間
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

７
月
19
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀

市
の
繁
華
街
で
地
元
町
内
会
、
神

奈
川
県
、
横
須
賀
市
、
米
海
軍
横

須
賀
基
地
、
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ

ン
ジ
ェ
ル
ス
（
各
地
で
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
、
横
須

賀
警
察
署
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀

地
方
隊
及
び
南
関
東
防
衛
局
が
参

加
し
て
夜
間
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

街
の
犯
罪
防
止
や
美
化
を
目
的

に
平
成
６
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
今
回
で
２
０

７
回
目
と
な
り
、
吉
田
横
須
賀
市

長
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
横
須
賀
米
海
軍

基
地
司
令
官
（
当
時
）
、
丸
井
南

関
東
防
衛
局
長
も
参
加
し
ま
し
た
。
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●
在
日
米
陸･

海
軍
司
令
官
交
代

８
月
６
日
、
米
陸
軍
施
設
キ
ャ

ン
プ
座
間
に
お
い
て
、
米
太
平
洋

陸
軍
司
令
官
ビ
ン
セ
ン
ト
・
ブ

ル
ッ
ク
ス
大
将
ら
の
立
ち
会
い
の

下
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ー
ザ
ー
陸

軍
少
将
の
在
日
米
陸
軍
司
令
官
就

任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ブ
ー
ザ
ー
少
将
は
サ
ウ
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
州
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
の
出

身
で
１
９
８
０
年
に
陸
軍
士
官
学

校
を
卒
業
し
、
幹
部
と
し
て
33
年

間
様
々
な
任
務
を
歴
任
。
今
年
６

月
に
在
日
米
陸
軍
司
令
官
に
就
任

し
ま
し
た
。

ブルックス米太平洋陸軍司令官（左）
ブーザー新在日米陸軍司令官(右)

ま
た
、
８
月
に
在
日
米
海
軍
司

令
官
に
就
任
し
た
テ
リ
ー
・
ク
ラ

フ
ト
少
将
が
９
月
10
日
、
南
関
東

防
衛
局
に
来
訪
し
、
丸
井
局
長
以

下
関
係
者
と
懇
談
の
場
を
持
ち
ま

し
た
。

ク
ラ
フ
ト
少
将
は
１
９
８
１
年

に
海
軍
士
官
学
校
を
卒
業
し
た
後

米
海
軍
に
勤
務
。
米
国
内
外
で
の

様
々
な
任
務
を
歴
任
し
て
き
ま
し

た
。
空
母
艦
載
機
の
ベ
テ
ラ
ン
パ

イ
ロ
ッ
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

局長室にて懇談の場を持つ丸井局長
（右）とクラフト少将（左）。今後
とも緊密に連携していくことを確認
しました。

●
米
海
兵
隊
に
よ
る
海
岸
清
掃

キ
ャ
ン
プ
富
士
（
御
殿
場
市
中

畑
）
所
属
の
米
軍
海
兵
隊
員
が
、

沼
津
海
浜
訓
練
場
（
沼
津
市
今

沢
）
一
帯
の
海
岸
で
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

晴
天
で
猛
暑
と
な
っ
た
８
月
15

日
の
午
前
10
時
前
に
到
着
し
た
カ

ス
テ
ィ
ッ
ク
司
令
官
以
下
40
数
名

の
海
兵
隊
員
は
、
炎
天
下
で
の
作

業
に
備
え
日
焼
け
防
止
ク
リ
ー
ム

を
塗
る
な
ど
の
準
備
の
後
、
約
２

時
間
に
わ
た
っ
て
海
岸
に
流
れ
着

い
た
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

空
き
瓶
、
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を

拾
い
集
め
、
海
岸
の
美
化
に
貢
献

し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
富
士
所
属
の
米
海
兵

隊
に
よ
る
今
沢
海
岸
の
清
掃
活
動

は
１
９
９
０
年
以
降
20
年
以
上
に

わ
た
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。



紹 介
南関東防衛局長 丸井 博

７

■着任インタビュー

丸井博 (まるいひろし）

－昭和34年生まれ

－県立船橋高校出身

－東京大学経済学部卒

－昭和58年
防衛庁(当時)入庁

－平成23年８月
内閣官房内閣情報調査室
内閣衛星情報センター 管理部長

－平成25年７月
現職
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防
衛
省
・
自
衛
隊
の
色
々
な
施

策
を
円
滑
、
効
果
的
に
行
う
た

め
に
は
地
域
の
皆
さ
ま
の
理
解

と
協
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
仕
事
の
ひ
と
つ
に
、
防

衛
政
策
の
広
報
も
あ
り
、
「
防

衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
り
、
最
近
で
は
７
月
に
発
刊

さ
れ
た
防
衛
白
書
の
説
明
で
各

自
治
体
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
紙
の
よ
う
な
広
報
紙

を
通
じ
て
幅
広
い
理
解
を
得
ら

れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

７
月
１
日
に
着
任
さ
れ
ま

し
た
。
簡
単
に
自
己
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ

出
身
は
千
葉
県
で
、
高
校

は
県
立
船
橋
高
校
で
す
。
高
校

時
代
は
、
テ
ニ
ス
部
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
た
だ
、
最
近
は
運

動
は
近
く
を
散
歩
す
る
程
度
で
、

テ
ニ
ス
も
し
ば
ら
く
や
っ
て
い

ま
せ
ん
。

安
全
保
障
問
題
に
関
心
が

あ
っ
た
こ
と
、
防
衛
庁(

当
時)

は
他
省
庁
に
比
べ
る
と
若
い
役

所
で
将
来
性
が
あ
り
そ
う
だ
と

考
え
、
昭
和
58
年
に
防
衛
庁
に

入
り
ま
し
た
。

南

関

東

防

衛

局

堅
い
役
所
と
思
わ
れ
が
ち
な
防
衛
局
で
す
が
、

意
外
に
も
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
特
に
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
は
横
浜
２
部
リ
ー
グ
で
熱
い
闘
い
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
す
。
９
月
に
横
浜
市
長
浜
公
園
で

リ
ー
グ
戦
が
あ
る
と
聞
き
つ
け
、
取
材
に
行
き
ま

し
た
。

南
関
東
防
衛
局
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し

て
い
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
「
馬
車
道
Ｆ
Ｃ
」
、

対
戦
チ
ー
ム
か
ら
は
「
ば
し
ゃ
み
ち
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
試
合
相
手
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

チ
ー
ム
、
横
浜
２
部
リ
ー
グ
の
強
豪
で
す
。
馬
車

道
Ｆ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
は
試
合
１
時
間
前
に
集
合
し
て

早
速
ア
ッ
プ
を
開

始
し
ま
し
た
。

聞
く
と
普
段
の

集
合
練
習
は
な
く
、

試
合
前
の
練
習
で

連
携
を
確
認
す
る

程
度
だ
そ
う･

･･
･

。

一
抹
の
不
安
を
感

じ
た
も
の
の
、
い

ざ
試
合
が
始
ま
る

と
普
段
と
は
別
人

の
よ
う
な
激
し
い

動
き
で
相
手
ゴ
ー

ル
に
迫
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
強
豪
の
壁

は
高
く
、
後
半
１
点
を
返
し

た
も
の
の
、
１-

５
で
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
は
り

集
合
練
習
は
必
要
か
も
し
れ

な
い
で
す
ね
。

最
後
に
、
リ
ー
ダ
ー
の
稲

生
係
長
（
住
宅
防
音
第
１

課
）
か
ら
一
言
「
勝
ち
負
け

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
の
び
の
び

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
是
非
応
援
に
来
て
下

さ
い
。
」

７
月
１
日
の
異
動
で
着
任
し
た
丸
井
新
局
長
に
、

自
己
紹
介
を
兼
ね
て
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
に
つ
い

て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ｑ

防
衛
庁
に
入
庁
さ
れ
て
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
業
務
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

Ａ

入
庁
以
降
様
々
な
業
務
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
戦
闘
機

の
日
米
共
同
開
発
問
題
や
海
上

自
衛
隊
の
防
衛
力
整
備
、
情
報

本
部
の
設
立
な
ど
に
携
わ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
基
地
問
題
と
し
て
は
、

普
天
間
飛
行
場
の
移
設
・
返
還
、

在
沖
縄
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転

を
担
当
し
ま
し
た
。

Ｑ

最
後
に
、
座
右
の
銘
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

最
近
思
う
の
は
、
い
ろ
い

ろ
と
考
え
て
悩
む
よ
り
も
、
ま

ず
は
行
動
す
る
こ
と
。
そ
れ
で

う
ま
く
行
か
な
い
と
き
は
修
正

す
れ
ば
い
い
。
自
分
に
出
来
る

こ
と
を
全
て
や
り
き
っ
て
、
結

果
は
天
に
任
せ
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
「L

e
t
 
i
t
 
b
e

」
が
座

右
の
銘
で
す
。

Ｑ

南
関
東
防
衛
局
に
着
任
し

て
３
ヶ
月
程
が
経
ち
ま
し
た
が
、

い
か
が
で
す
か
。

Ａ

南
関
東
防
衛
局
は
、
防
衛

省
の
地
方
支
分
部
局
と
し
て
、

自
衛
隊
、
在
日
米
軍
と
地
方
公

共
団
体
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
い
う
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。



８

南関東防衛局、管内の自衛隊、関係機関、在日米軍の
広報イベントなどについてお知らせします

10月

11
月

12
月
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（お問い合わせ）０４５－２１１－７１２９

（イベント名） （場 所） （問い合わせ先）

20日(日) エア・フェスタ浜松 2013
航空自衛隊
浜松基地

第一航空団司令部広報班
Tel 053-472-1111 内線3313

26日(土) 日米交流スポーツフェスタ 南関東防衛局地方調整課
Tel 045-211-7102

大和市引地川公園
ゆとりの森・綾瀬
スポーツ公園

掲示板

編集後記

旧横浜防衛施設局が改編され、現南関東防衛局になったのは平成19年度のことです。以来、本
紙名称「よこまは」を改名するべきか折に触れ検討されてきましたが、今般、部外広報紙として
紙面を全面リニューアルするのに合わせ、長年親しまれてきた「よこはま」も「南関防衛」とし
て生まれ変わることとなりました。

まだまだ試行錯誤の部分もありますが、「南関防衛」の名前のとおり、南関東３県（神奈川、
山梨、静岡）の地域に関する防衛情報を分かり易く発信していきます。また、普段接する機会の
少ない日本の安全保障、防衛に関する話題も地域の皆様に分かり易く伝えていきたく思います。

引き続きご愛読頂けますようお願い申し上げます。

14日(月)
横須賀音楽隊
吹奏楽発祥百四十四年
記念演奏会

本牧山妙香寺
本堂

公益社団法人日本吹奏楽指導
者協会事務局
Tel 03-5275-5618

防衛大学校
第６１回開校記念祭

防衛大学校
(横須賀市走水)

防衛大学校
Tel 046-841-3810 (代表）

みこしパレード 在日米海軍
横須賀基地

20日(日)

16日(土)
17日(日)

14日(土) 航空中央音楽隊演奏会
コラニー
文化ホール

山梨地方協力本部
Tel 055-253-1591(代表）

横須賀市コールセンター
Tel 046-822-2500


